平成２０年度　未来工学研究所　研究発表会（無料）
１．日時
２００８年１１月１３日（木）１３：１５～１７：００（開場１３：００）
２．会場
「ルポール麹町」（２階ロイヤルクリスタルの間）　
　　住所：東京都千代田区平河町２－４－３　電話：０３－３２６５－５３６１
http://www.leport.jp/guestrooms/index.html
東京メトロ「麹町駅」（1番出口）または「永田町駅」（5番出口）。地図参照
３．プログラム
○開会の辞（１３：１５）　未来工学研究所　理事長　中村　守孝
◎特別講演：「脳科学が拓く未来社会」ＡＴＲ脳情報研究所長　川人光男

　（１３：２０－１４：２０）
従来の脳科学は主に基礎研究分野であったが、近年、新しい応用分野として、社会科学分野での研究が次々と始まっている。たとえば、消費者やトレーダーの経済活動にかかわる特定脳部位の活動（ニューロエコノミクス）、消費者のブランド選択と脳機能（ニューロマーケティング）、ニューロポリティクスといった最先端の研究動向を紹介したい。
　　　　　　
■発表１「インドの高等教育システムと産業への人材供給」
　（１４：２０－１５：０５）
研究員　大竹　裕之
　　　　　　コメンテータ：丹羽冨士雄　政策研究大学院大学客員教授
インドの産業発展は目覚ましく、産業の強みとなっているのが優秀な人材層である。中でも科学技術系の高等教育システムは世界的な評価も高く、先導的な産業セクターへの人材供給源になっている。本発表ではインドの高等教育システムに着目し、産業ニーズ及び社会ニーズに対応した人材育成プログラムを整理し、我が国の人材問題の改善に向けた考察を行う。
＜コーヒーブレイク＞（１５：０５－１５：２０）

■発表２「情報セキュリティにおけるヒューマンファクター」
　　（１５：２０－１６：０５）

主任研究員　笠井　祥
　　　　　　コメンテータ：関啓一郎　内閣官房情報セキュリティセンター内閣参事官
情報分野におけるセキュリティ問題としては、情報機器やシステムの脆弱性問題に加えて、近年、振り込め詐欺や各種情報漏えいなど「人的な脆弱性」に起因する事例が社会問題化している。「おもいこみ」や「うっかり」等をはじめとした各種エラーの分析や再発防止策など、ヒューマンファクターの視点から研究の方向性および課題について概観する。

■発表３「食の安全と安心とをつなぐリスクコミュニケータ」
　　（１６：０５－１６：５０）

主任研究員　上野　伸子
　　　　　　コメンテータ：吉川肇子　慶応義塾大学准教授

　　中国輸入食品毒物混入事件や食品表示偽装事件など、食の安全安心を揺るがす問題が相次いでいる。我が国では、食品安全基本法の施行以来、食の安全安心を確立するための取組みが実施されてきた。中でも、安全と安心とをつなぐ「リスクコミュニケーター」養成プログラムは、諸外国には見られない我が国固有の取組みである。本発表では、リスクコミュニケーターの取組みの現状、今後の方向性、課題について報告する。

○閉会（１６：５０）　　未来工学研究所所長　長谷川洋作
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
■参加申し込み（無料）は、以下からお願いいたします。
【申込み専用サイト】https://www.iftech.or.jp/mirai_entry1113.htm
【ＦＡＸでの申込み】氏名・所属・連絡先を記入の上、０３－５２４５－１０６１まで。

 　

 申込み締切は１１月１０日（月）までとなっております。
【お問い合わせ先】

○発表内容に関して

　　　　　　　　　　　　　　　和田雄志　　電話：０３－５２４５－１０１２
　　　　　　　　　　○会場などに関して

　　　　　　　　　　　　　　　片倉奈保子　電話：０３－５２４５－１０１１
「ルポール麹町」のご案内
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